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今
年
度
は
、
サ
ム
ホ
ー
ル

（
サ
イ
ズ
：
は
が
き
二
枚
程
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ら
一
〇
〇
号
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さ
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。
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々

な
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の
ま
で
個
性
豊
か
に
表
現

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
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れ
ぞ
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作
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の
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本
年
は
県
美
展
の
開
催
が

間
近
と
い
う
こ
と
も
あ
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て
、

出
展
数
が
少
な
く
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
に
、

漢
字
、
か
な
、
少
字
数
、
前

衛
書
な
ど
質
と
共
に
、
力
の

漲
る
作
品
が
多
く
、
見
ご
た

え
が
あ
り
ま
し
た
。
的
確
な

古
典
学
習
か
ら
の
技
量
と
前

衛
書
の
力
強
い
感
性
が
今
回

は
き
わ
だ
っ
て
い
る
と
い
う

印
象
で
し
た
。
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今
年
の
美
術
展
に
応
募
が

あ
っ
た
作
品
は
、
か
な
り
す

ば
ら
し
い
作
品
が
多
い
と
感

じ
ま
す
。
写
真
の
一
番
の
使

命
は
記
録
す
る
こ
と
で
す
が
、

そ
の
時
の｢

感
性｣

と
い
う
も

の
が
、
そ
の
力
量
、
価
値
を

い
か
に
表
す
か
が
、
表
現
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
り
ま

す
。
全
国
的
な
傾
向
で
あ
り

ま
す
が
、
女
性
の
躍
動
は
す

ば
ら
し
い
も
の
が
あ
り
、
上

位
の
賞
は
ほ
と
ん
ど
女
性
が

占
め
ま
し
た
。
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「
あ
な
た
が
描
く
創
造
の
世
界
を
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
第
五
十
八
回
福
井
県
勤
労
者
美
術
展

が
平
成
二
十
年
九
月
二
十
五
日
（
木
）
〜
九
月
二
十
八
日
（
日
）
ま
で
の
四
日
間
の
日
程
で
、
福
井

県
立
美
術
館
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
作
品
は
絵
画
・
書
道
・
写
真
の
三
部
門
で
、
総
数
二
七

六
点
。
（
絵
画
の
部
一
〇
九
点
、
書
道
の
部
六
五
点
、
写
真
の
部
一
〇
二
点
）
。
出
展
作
品
は
、
各

部
門
特
有
の
多
様
な
表
現
・
色
彩
と
と
も
に
感
性
あ
ふ
れ
る
力
作
揃
い
で
、
す
ば
ら
し
い
展
示
会
場

に
な
り
ま
し
た
。
来
場
者
数
は
延
一
三
五
九
名
（
前
年
よ
り
二
〇
七
名
増
加
）
と
多
く
の
方
々
が
鑑

賞
に
訪
れ
、
展
示
作
品
に
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
最
終
日
の
九
月
二
十
八
日
は
、
厚
生
労
働
大
臣

賞
を
は
じ
め
と
す
る
各
賞
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
各
受
賞
者
及
び
各
部
門
の
講
評
は
下
表
の
通
り
で
す
。

■宿泊
　日本全国の旅館・ホテル・民宿・ペンションなど手配いたします。（公
共の宿については出来ないところもあります）　
　組合大会、研修、忘年会、新年会、お祝事でご家族、ご夫婦、ご友人、グルー
プなどの宿泊にご利用下さい。
　※特に北陸地区の宿泊施設には当社は絶大な信頼をいただいております。自信をもっ
　てご紹介できます。
■パック旅行
　国内・・・メイト、エース、スカイホリデイ、京福ハッピーツアー
　海外・・・ホリディ、ルックＪＴＢ、ハローツアー
　ハネムーン、ファミリー、ご友人、グループなど個人旅行にご利用くだ
さい。
　※近畿日本ツーリスト、ＪＴＢ、ＡＮＡセールスの予約システムを導入しています。各
　社とまったく同じ条件で予約ができます。

■団体旅行
　国内、海外のあらゆる旅行の立案、企画、相談、手配をいたします。
　組合会社のレクレーション、町内の壮年会、婦人会、子供会、親睦会な
どにご利用下さい。
　※ご希望、ご予算などそれぞれの要望に合う旅行を提供いたします。
■パーティー、イベント
　ホテル、旅館でのパーティーや会場を借りてのイベント行事などを手配
いたします。
　旗開き会、記念行事、各種お祝事、食事会などにご利用下さい。
　※どのようなパーティー、イベントを考えておられるのか、まずはご相談下さい。
■きっぷ、チケット
　ＪＲ券、私鉄券、航空券、高速バス、フェリー、船など一枚のきっぷか
ら手配いたします。
　ＪＲ券についてはお申込からお渡しまで３日程度の余裕をいただきます。
　劇場、スポーツ観戦等のチケット手配いたします。

【絵画の部】
厚生労働大臣賞 倉内陽子

【書道の部】 厚生労働大臣賞 田畑多佳子

【写真の部】
厚生労働大臣賞
久保幸子

【絵画の部】
福井県知事賞 内藤 汎

【書道の部】
福井県知事賞
髙島啓照

【写真の部】
福井県知事賞
髙木美栄子

がんの原因を調べた研究では、約68％が生活習慣に
よるものだというデータが出ています。
喫煙、飲酒、食事、運動などの生活習慣に気をつけ
ることで、がんになるリスクを確実に低下させるこ
とができます。

＊男性では４０歳以上で消化器系のがん（胃、大腸、肝臓）の死亡が５～６
割を占めるが70歳以上ではその割合はやや減少し、肺がんと前立腺がんの
割合が増加。

＊女性では、４０歳代では乳がん、子宮がん、卵巣がんの死亡が約半数を占
めるが、高齢になるほどその割合は減少し、消化器系（胃、大腸、肝臓）
と肺がんの割合が増加。

福井市問屋町１－３５　ユニオンプラザ福井1Ｆ
TEL0776－21―2312　FAX0776―26―3982
E-mail : info@union-fukui.or. jp

旅のコンサルタント・・・

ユニオントラベル福井

私たちは「お客さまの安心」「お客さまの喜び」を
大切にします。感動の共有から広がる喜びを伝えた
いと思います。全員がお客さまの立場で考えたクオ
リティの高いサービスを提供する
のが、私たちの誇りと考えます。

「すべては勤労者の皆さまのため」

がんの原因の約68％が 生活習慣だと
考えられています。

　９月２２日（月）ユニオンプラザ福井において、退職者団体連合の会

員７３名の参加による研修会が開催されました。「グローバル社会の

裏側」 と題して、連合福井の馬場会長の講演と福祉事業３団体から取

組報告が行われました。

　講演では、世界的な平和（軍事費）・環境（温暖化）問題やグローバル

化社会が格差社会～貧困層（飢餓）の拡大につながっている。日本にお

いては、非正規社員が約３３％、年収２００～３００万円以下がほとん

どである。雇用問題（失業・ニート多数）や自殺者数（ここ数年間３万

人以上）、生活保護世帯数（１００万世帯以上）、貯蓄ゼロ世帯（２３％）

など、これが先進国といわれる日本の現状なのである。今のときこそ、

この社会を変えて行く大きなチャンスが訪れている（運動と政治によ

って）、と熱弁を奮われ、熱気あふれる講演となりました。その後、労

金、全労済、ユニオントラベル福井の３事業団体から、それぞれ現況報

告並びに今後のご利用の要請を行いました。
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がん になる成人の割合は、男性は 2人に 1人、女性は 3人に 1人と、
急速に増えています。もし、自分なら…

がんを予防する生活習慣

がんの死亡率が多い部位順（2005 年度　統計）
１　位
肺
大腸
肺

男　性
女　性
男女計

２　位
胃
胃
胃

３　位
肝臓
肺
大腸

４　位
大腸
肝臓
肝臓

12月の保健師・ワンポイントアドバイス

皆さまだけの
思い出づくり、
皆さまの要望に
応えるために
誓います！
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　10 月 9日（木）～ 10 日（金）、富山市のボルファートとや
まにおいて、中部労福協主催の 2008 年度「中部労福協研
究集会」が開催され、中部ブロックの福祉団体等から 72 名
が参加しました。福井県からは、労福協（早見）、県民生協
（久島）、労信協（高野）の 3名が参加。集会では、中部労福協
才田副会長の開会挨拶に続き、主催者である中部労福協山

田会長の「労福協の役割は今後ますます重要となってい
る｣との挨拶のあと、講演を開始しました。集会日程は、二
つの講演と特別報告の構成で、今後における福祉活動や労
働者が関る欧州の社会保障制度及び蔓延する悪質商法の
実態など、それぞれ中身の濃いテーマでした。講師・講演
内容等については以下の通りです。


